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第３５回 安来市農業委員会議事録 

 

令和５年５月２２日 午後２時００分 第３５回安来市農業委員会会議を安来市伯太庁舎会議室に招集する。 

 

１．出席委員 

   １番 横山 芳明君   ２番 足立 仁行君   ３番  永塚 知芳君   ４番 北中 宏一君 

５番 木戸 芳己君    ６番 杉原   建君   ７番  武上  隆雄君    ８番 仲佐  久子君 

９番 北川  正幸君   １０番 安松    智君   １１番  新田  里恵君    １２番 塩見  秀雄君 

１３番 板金    悟君   １４番 渡邊  克実君   １５番  佐々木吉茂君    １６番 岡田  一夫君 

１７番 吉村    正君   １８番 齋藤    哲君   １９番  渡辺  和則君 

 

２．欠席委員     なし 

 

３．出席事務局 

堀江 規恵君  名原  猛君  二岡 美保君 

 

４．議事案件 

日程第 １  議事録署名委員の指名 

日程第 ２  会期の決定   令和５年５月２２日 １日 

日程第 ３  議第１４４号  農地法第２条の規定による非農地証明願について 

日程第 ４  議第１４５号  農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ５  議第１４６号  農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第 ６     報第１８０号  農地法第５条の規定による届出について 

日程第 ７  議第１４７号  農用地利用集積計画の決定について 

日程第 ８  報第１８１号  農用地利用配分計画の認可の公告について 

日程第 ９  報第１８２号  農地法第３条の３の規定による届出について 

日程第 １０ 報第１８３号  土地改良区からの地目変更届出の通知について 

日程第 １１ 議第１４８号  令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他 

事務の実施状況の公表（案）について 

 

５． 議事 

事務局：堀江 規恵君 

定刻になりましたので、只今から第３５回農業委員会を始めさせていただきたいと思います。本日お手 

元に配布しております資料は、日程及び申請総括表であります。ご確認をお願いします。委員会の開会 

にあたりまして、岡田会長のあいさつをお願いいたします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

   【あいさつ】 

 

議 長：岡田 一夫君 

本日の会議について、事務局から報告願います。 

 

事務局：堀江 規恵君 

本日の会議ですが、農業委員会等に関する法律第２７条第３項に基づき、定足数に達しておりますので 

第３５回安来市農業委員会会議を開催いたします。  
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議 長：岡田 一夫君 

欠席委員はどなたですか？ 

 

事務局：堀江 規恵君 

ありません。 

 

議 長：岡田 一夫君 

それでは、日程第１ 議事録署名委員の指名を議題といたします。議事録署名委員は、委員会会議規則 

第１３条により１８番 齋藤委員、１９番 渡辺委員を指名いたします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第２ 会期の決定 を議題とします。お諮りいたします。今会議は本日１日としたいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

 

【異議なしの声多数】 

 

議 長：岡田 一夫君 

ご異議なしと認めます。よって会議は本日１日と決定いたしました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第３ 議第１４４号 農地法第２条の規定による非農地証明願について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

２ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり非農地証明願の提出がありましたので審議 

を求めるものです。３ページに案件の内容、４ページに申請位置の地図をつけておりますのでご覧くだ 

さい。今月の非農地証明願は、１件です。案件の詳細につきましては、後ほど現地調査班から報告して 

いただきます。１番は、山間部の山あいの農地であり昭和４０年頃から現在までの度重なる豪雨等の影 

響により、当該地及び背後地の山林崩壊が発生し耕作の継続が不可能となり現在に至ったものです。非 

農地証明事務取扱基準の（３）やむを得ない事情によって長期間耕作放棄した土地のうち、農地として 

利用するには一定水準以上の物理的条件整備が必要な土地(人力又は農業用機械では耕起、整地ができな 

い土地)であって、農業用利用を図るための条件整備(基盤整備事業の実施、企業参入のための条件整備 

等)が計画されていない土地のうち、その土地が森林の様相を呈しているなど農地に復元するための物理 

的な条件整備が著しく困難な場合に該当する土地であると考えます。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。地元委員から申請場所の説明を求めます。1 番の案件について９番 北川委員お

願いします。 

 

９番：北川 正幸君 

【地元委員より位置図にて場所説明】 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、現地調査報告を３班１１番 新田委員お願いします。 
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１１番：新田 里恵君 

１１番 新田です。現地調査の報告をいたします。今月は３班が調査班でございまして、５月１９日、 

１時３５分より事務局で名原係長の説明を聞いて、調査班のメンバーは３班、北中班長、横山委員、北 

川委員、佐々木委員、齋藤委員と、私、新田、事務局の方からは堀江局長、名原係長で出発いたしまし 

た。非農地証明願の案件ですが、広瀬町宇波１１６１、現地では北川委員より説明を受けました。台帳 

地目、田内原野で２７７㎡です。山間部の山間の農地であり、昭和４０年ごろから現在までの度重なる 

豪雨等の影響により災害が起きて、耕作不能となったため、現在の状況は砂防ダムができておりまして、 

農地自体が流れているような感じでございました。調査班としましては許可妥当と判断いたしました。 

委員の皆さんの審議よろしくお願いいたします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

地元委員から補足がありましたら説明をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

ないようですので、１番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求め 

ます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第４ 議第１４５号 農地法第３条の規定による許可申請について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

５ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり農地法施行規則第１０条の規定により申請書 

の提出がありましたので審議を求めるものです。続いて６ページから７ページに案件を掲載していますの 

で、ご覧ください。今月の農地法第３条の許可申請は、５件で、すべて所有権移転に関する案件です。案 

件の詳細につきましては、後ほど地元委員から報告していただきます。１番は、耕作便利による所有権移 

転に関する案件で、農地法第３条第２項各号の規定に関する、全部効率利用要件、農作業従事状況要件に 

つきまして、許可基準を満たしています。通作距離 徒歩1分、作付作物は自家用野菜、農機具は、草刈り 

機１台を所有しています。労働力は本人と妻の２名となります。以上の点から許可要件のすべてを満たし 

ております。この農地の対価は、申請面積に対し００です。２番は、受贈による所有権移転 

する案件で、農地法第３条第２項の規定に関しての要件は満たしています。通作距離 ３ｋｍ圏内、農機 

具は、田植機２台、コンバイン２台、トラクター２台を所有しています。労働力はオペレーターほかとな 

ります。以上の点から許可要件のすべてを満たしております。この農地の対価は、無償です。３番は、耕 

作便利による所有権移転に関する案件で、農地法第３条第２項の規定に関しての要件は満たしています。 

通作距離 ２００ｍ、農機具は、トラクター３台、共有のコンバイン１台、共有の田植え機１台、草刈り 

機２台を所有しています。労働力は本人、子の２名となります。以上の点から許可要件のすべてを満たし 

ております。この農地の対価は、１０ａ当たり００です。４番は、耕作便利による所有権移 

転に関する案件で、農地法第３条第２項の規定に関しての要件は満たしています。通作距離 ３００ｍ、 
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作付作物は自家用野菜、農機具は、耕運機１台を所有しています。労働力は本人、妻、子、子の妻４名 

となります。以上の点から許可要件のすべてを満たしております。この農地の対価は、申請者の申し出に 

より００です。５番は、規模拡大による所有権移転に関する案件で、農地法第３条第２項の規定に関し 

ての要件は満たしています。通作距離 １００ｍ、農機具は、共有の田植え機１台、共有のコンバイン１ 

台を所有しています。労働力は本人、妻の２名となります。以上の点から許可要件のすべてを満たしてお 

ります。この農地の対価は、申請面積に対し００です。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。地元委員から説明を求めます。１番、２番の案件について１１番 新田委員お願 

いします。 

 

１１番：新田 里恵君 

１１番 新田です。１番案件の説明をいたします。譲受人は自宅隣が譲り受ける農地で、自家用野菜を 

耕作するために所有権移転されるもので、周りの農地に影響を与えることはないと思います。審議のほ 

どよろしくお願いいたします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

２番案件についても説明お願いします。 

 

１１番：新田 里恵君 

 ２番案件の説明をいたします。譲渡人は母親が亡くなられ、相続をされる方、娘さん２人とも東京に在 

住しておられて、農地を財産放棄されることになりました。譲受人に贈与されるものです。周りに影響 

を与えることはないと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

３番の案件について1８番 齋藤委員お願いします。 

 

１８番：齋藤  哲君 

１８番 齋藤でございます。番号３番案件について説明をいたします。申請人は農地を２５９．３１ａ 

所有し、意欲的に営農に取り組んでおり、今回の申請は経営拡大のためであり、取得後も同じ利用方法 

で耕作をするため、周辺農地に影響はないものと思っております。以上でございます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

４番の案件について４番 北中委員お願いします。 

 

４番：北中 宏一君 

４番 北中です。譲渡人は安来の方にお嫁に出ており、現在は草刈管理のみをしています。申請地は譲 

受人所有の畑を通らないと行けない場所にあり、現在も一部、譲受人が多少管理をしておるため、周り 

に対する影響はないと思われます。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

５番の案件について１７番 吉村委員お願いします。 

 

１７番：吉村  正君 

１７番 吉村です。５番案件でございますが、譲受人は約６０ａの農地を経営しております。今回も譲 

受人の近く、先ほど説明もありましたが、１００ｍの所に譲渡人の農地がございまして、こちらの方が 

かなり高齢になったという事で、経営拡大と合わせて今回の契約ができたという事でございます。以上 
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です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。１番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求め 

ます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、２番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求め 

ます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、３番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求め 

ます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、４番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求め 

ます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、５番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 
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質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求め 

ます。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第５ 議第１４６号 農地法第５条の規定による許可申請について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

８ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり農地法施行規則第５７条の４の規定によ 

り申請書の提出がありましたので審議を求めるものです。９ページに案件の内容、１０ページから１ 

２ページに申請位置の地図をつけておりますのでご覧ください。今月の農地法第５条の許可申請は、 

３件です。案件の詳細につきましては、後ほど現地調査班から報告していただきます。１番は、農地 

の区分は、概ね１０ha以上の規模の一団の農地の区域内にある農地であることから第１種農地と判断 

します。転用の目的は、資材置場及び進入路、回転場で権利の種類は所有権の移転です。譲受人は申 

請地の東約３００ｍに事務所を構える土木建設業者です。事業拡大により資材置場が不足するように 

なったため、既存資材置場に隣接する申請地において新たな資材置場を計画しました。周辺の土地も 

探しましたが、事業所に近くまた、資材置場として利用している隣接地と土地続きで一体利用するの 

に便利であり、効率的な事業運営ができることと考え当該地を申請するものです。これは、住宅その 

他申請に係る土地の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で集落に接 

続して設置されるものであり、農地法施行規則第３３条第４号に該当すると考えます。この農地の対 

価は、申請面積に対し００です。２番は、農地の区分は、土地改良法第２条第２項に規定する 

土地改良事業又はこれに準ずる事業で、特定土地改良事業等の施行に係る区域内にある農地であるこ 

とから、第１種農地と判断します。今回の申請地に関係する特定土地改良事業とは、島根県が昭和44 

年度から平成１０年度に施行した「飯梨川沿岸地区県営かんがい排水事業」及び昭和３５年度完了の 

「福井別石地区区画整理事業」のことです。転用目的は、駐車場、多目的広場です。権利の種類は 

、所有権の移転です。譲受人は、４３世帯からなる地縁団体登録された自治会です。以前から集会所 

には駐車場がなく、集会の際には路上駐車せざるを得ない状態でありました。また集落内には広場も 

なく、自治会行事の会場や緊急避難場所も求められていたことから、集会所に隣接する申請地におい 

て、駐車場及び多目的広場を一体整備することを計画しました。これは、住宅その他申請に係る土地 

の周辺の地域において居住する者の日常生活上又は業務上必要な施設で集落に接続して設置される 

ものであり、農地法施行規則第３３条第４号に該当すると考えます。この農地の対価は、無償です。 

３番は、農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団の生産性の低い農地であることか 

ら第２種農地と判断します。転用目的は、個人住宅で、権利の種類は、使用貸借権の設定です。譲受 

人は、市内のアパートにて妻と２人で生活していますが、実家の農業を引き継ぐこととなり、住宅の 

建築を計画しました。実家敷地には余剰地がなく周辺宅地も検討しましたが、所有者の同意が得られ 

ずやむを得ず本申請地を選定するものです。これは、申請地以外では、その目的が達成できないこと 

から、農地法第５条第２項第２号に該当すると考えます。従って、農地の区分と転用目的、許可条項 

等については適当であると考えます。この農地の対価は、００です。以上です。 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。地元委員から申請場所の説明を求めます。１番の案件について１４番 渡邊委

員お願いします。 
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１４番：渡邊 克実君 

【地元委員より位置図にて場所説明】 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、２番の案件について１８番 齋藤委員お願いします。 

 

１８番：齋藤  哲君 

【地元委員より位置図にて場所説明】 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、３番の案件について１３番 板金委員お願いします。 

 

１３番：板金  悟君 

【地元委員より位置図にて場所説明】 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、現地調査報告を３班１１番 新田委員お願いします。 

 

１１番：新田 里恵君 

    １１番 新田です。１番案件の説明をいたします。５条案件で、渡邊委員さんより説明を受けました。 

安来市赤江町字三ツ頭７６番、地目 田、１１６１㎡が申請地です。転用目的は資材置場が不足してお 

り、新たに資材置場を設け進入路、回転場を併せて整備するものです。申請地を選定した理由は、申請 

地の北側を資材置場として借り入れており、土地続きで一帯になるために利用するものです。事業内容 

ですが、既存資材置場、赤江町７９番と同じ高さまで埋め立てて、約１ｍ盛土して一帯利用されます。 

また、車両の進入路及び回転場も必要となるため合わせて設け、隣接に被害が生じないよう余裕を持た 

せて、境界より引いた計画としておられます。用排水処理ですが、雨水のみ生じ、自然排水及び既存水 

路へ流入されます。土地の造成は盛土をする際、十分な法面を設け、境界より引いた計画としており、 

周辺農地に被害は生じないと考えています。土地改良区の意見書、水利組合の同意書も添付してありま 

した。許可妥当と判断しましたので、審議のほどよろしくお願いいたします。２番案件です。５条案件 

で、申請地、安来市東赤江町字別石３４８番２、地目 田、面積１０００㎡、齋藤委員さんより説明を 

受けました。転用目的、用途の詳細ですが、自治会に集会所の駐車場、進入路及び多目的広場が無いた 

め、新たに整備されるものです。駐車場と多目的広場の間にフェンス等は設置せず、一帯利用するもの 

です。申請地を選定した理由ですが、集会所に隣接し道路に面していて、車の出入りが便利なためです。 

事業内容は、駐車場は２．５ｍ×５ｍを基本として１２台分と進入路、多目的広場は町内行事、祭事、 

イベント等、夏休みのラジオ体操、ゲートボールやグランドゴルフ等が出来る場所とされます。駐車場 

と広場の間にはフェンス等は設置せず、必要に応じて臨時駐車場としても利用されます。用排水の処理 

方法は、雨水のみ生じ、自然排水及び既存水路へ流入されます。土地の造成は約１ｍの法面を取り、土 

留めとされます。添付書類はそろっておりました。周辺の農地には影響を与えることはないと判断しま 

した。許可妥当と判断しましたので、審議のほどよろしくお願いいたします。３番案件ですが、転用目 

的は個人住宅で、権利の種類は使用貸借権の設定です。板金委員さんより説明を受けました。譲受人は 

市内のアパートにて妻と２人で生活していますが、実家の農業を引き継ぐことになり、住宅を建設する 

こととなりましたが、適当な土地は無く、実家敷地には余剰地が無く、実家の親より申請地を借りて建 

設するものです。事業内容は夫婦２人で車２台所有しており、鉄筋平屋建て居宅６２㎡、車庫、車２台 

分、庭を造るため。土地造成は南側道路に対してＬ型擁壁で土砂が流出しないように、道路高約９０ｃ 

ｍで施工され、北側道路に対しては申請地より地面が下がっているところは、Ｌ型擁壁を道路高約６３ 

ｃｍで施工されます。また、申請地より地面が上がっているところはコンクリートブロック約１ｍで施 

工されます。汚水については合併浄化槽を通して既存の水路に流入されます。添付書類は全部添付して 
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ありました。周辺農地に影響を与えることはないと判断いたしましたので、許可妥当と判断いたしまし 

た。委員の皆さんの審議のほどよろしくお願いいたします。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

地元委員から補足がありましたら説明をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

ないようですので、１番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま 

す。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、２番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま 

す。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

次に、３番の案件について質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま 

す。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第６ 報第１８０号 農地法第５条の規定による届出について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

１３ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり農地法施行規則第５０条の規定による市街 

化区域内における届出書の提出がありましたので報告するものです。１４ページに案件の内容、１５ペー 

ジに申請位置の地図をつけておりますのでご覧ください。今月の農地法第５条の届出は、２件です。現地 

につきましては、後ほど地元委員から報告していただきます。１番及び２番は、転用目的は分譲宅地で、 
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権利の種類は、所有権の移転です。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。地元委員から申請場所の説明を求めます。１番の案件について５番 木戸委員 

お願いします。 

 

５番：木戸 芳己君 

【地元委員より位置図にて場所説明】 

 

議 長：岡田 一夫君 

この案件については、報告事項ですので以上とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第７ 議第１４７号 農用地利用集積計画の決定について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

１６ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり決定依頼がありましたので農業経営基 

盤強化促進法等の一部を改正する法律（令和４年法律第５６号）附則第５条第１項の規定により審議 

を求めるものです。計画要請については、１８ページ下段の表の「利用集積計画件数、面積」の欄を 

ご覧ください。今月は、賃借権１８件、面積１４，８１１㎡、使用貸借権７件、面積５，７５１㎡、 

全体で２５件、総面積が２０，５６２㎡となっています。詳細につきましては、農林振興課から説明 

があります。以上です。 

 

農林振興課：清水 仁志君 

失礼いたします。議第１４７号についてご説明いたします。詳細は１８ページから２１ページまでで 

す。今月の利用集積計画ですが、番号１から１２までのすべてが農業経営基盤強化促進法による利用 

権の設定となります。従事日数など旧農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしてお 

ります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま 

す。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第８ 報第１８１号 農用地利用配分計画の認可の公告について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 
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事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

２２ページをご覧ください。このことについて、農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条第５ 

項の規定により公告されたので報告するものです。２３ページから５２ページに農用地利用配分計画 

の認可の公告の内容をつけていますのでご覧ください。農地中間管理事業によりしまね農業振興公社 

に利用権が設定された農地５７９筆が、このたび、法人に賃借権の設定および使用貸借権の設定を受 

けた旨が公告されました。認可年月日は令和５年４月１８日となっております。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

この案件については、報告事項ですので以上とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第９ 報第１８２号 農地法第３条の３の規定による届出について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

事務局：名原  猛君 

５３ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり農地法施行規則第２１条の規定による届 

出書の提出がありましたので報告するものです。５４ページから５５ページに届出内容を載せています 

のでご覧ください。今月の届出については、３件で、全て相続です。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

この案件については、報告事項ですので以上とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第１０ 報第１８３号 土地改良区からの地目変更届出の通知について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 

 

 

事務局：名原  猛君 

５６ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり土地改良区からの通知がありましたので 

報告するものです。５７ページをご覧ください。今月の通知は１件で、畑に地目変更です。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

この案件については、報告事項ですので以上とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

日程第１１ 議第１４８号 令和４年度農業委員会の農地利用の最適化の推進の状況その他事務の実施 

状況の公表（案）について を議題とします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

事務局の説明を求めます。 
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事務局：名原  猛君 

５８ページをご覧ください。このことについて、別紙のとおり令和４年度の農地利用の最適化の推進の 

状況その他事務の実施状況の公表（案）の審議を求めるものです。５９ページから７０ページにかけて 

審議をしていただく内容を載せています。６４ページをご覧ください。農業委員・推進委員から提出い 

ただいた年間の最適化活動の実績をまとめました。６５ページに農業委員さん分、６６ページに推進委 

員さんに分けてまとめておりますので、ご確認ください。６４ページ戻りまして、中段の（２）成果目 

標の達成状況及び自己点検・評価の結果の右側②自己の点検・評価の欄をごらんください。提出いただ 

いた実績の内容につきましては、６７ページから６８ページに活動実績、６９ページから７０ページに 

成果実績の内容を記載しておりますのでご確認ください。説明しました議題は農業委員会等に関する法 

律第３７条の規定により公表することとなっています。ここで議決されますと、５月中にホームページ 

で公表する予定です。以上です。 

 

議 長：岡田 一夫君 

説明が終わりました。質疑に入ります。質問のある方は発言をお願いします。 

 

議 長：岡田 一夫君 

質疑がないようですので採決いたします。本件について提出原案のとおり賛成される方の挙手を求めま 

す。 

 

議 長：岡田 一夫君 

全員賛成ですので、この案件については適当と認めることで決定されました。 

 

議 長：岡田 一夫君 

本日の議案の審議は全て終わりました。以上で第３５回安来市農業委員会会議を閉会します。 

 

（午後 ２時５８分） 

 

 


